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Arrangement and Investigation Research Methods 
in the Field of ECEC 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































・ Evans, G. W. （2006）: Child development and 







































































・ 小幡真菜、若山育代 （2019） 「自然物を用いた
色水遊びにおける年中児の同型的行動」『とや
ま発達福祉学年報』 （10）, pp. 3-12
・ 大前玲子（2011）「人間科学アプローチとは何か」
大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 紀 要37号
pp.135-148
・ 大谷尚（2008）「質的研究と何か―教育テクノ
ロジー研究のいっそうの拡張をめざして―」『教
育システム情報学会誌』、vol.25,No.3, pp.340-
354
・ 境愛一郎、中西さやか、中坪史典（2012）「子
どもの経験を質的に描き出す試み」『広島大学
大学院教育学研究科紀要第三部』　第61号
pp.197-206
・ 櫻井貴大（2019）「障害児を保育する保育者の
熟達化関する研究」『岡崎女子大学・岡崎女子
短期大学　研究紀要』（52）, pp.67-76,
・ サトウタツヤ、春日秀明、神崎真実編（2019）「質
的研究法マッピング」新曜社　pp.93-100 
・ 柴山真琴（2017）「保育フォーラム＜テーマ＞
保育学の研究方法論を考える（1）　質的研究の
研
究
ノ
ー
ト
48
計画―実践―報告における質的検討」『保育学
研究』第55巻第３号 pp.105-120
・ 田中文昭、戸田有一、横川和章（2013）「幼稚
園での異年齢交流型子育て支援プログラムにお
ける未就園児親子と在園時との関わり―行動観
察記録の M-GTA による質的分析―」『保育学
研究』第51巻第２号 pp.109-121
・ 田中浩司（2010）「年長クラスにおける鬼ごっ
この指導プロセス－ M-GTA を用いた保育者へ
のインタビューデータの分析―」『教育心理学
研究』第58巻第２号 pp.212-223
・ 田中浩司（2017）「保育フォーラム＜テーマ＞
保育学の研究方法論を考える（1）フィールド
との対話としての質的研究」『保育学研究』第
55巻第３号　pp.105-120
・ 内野彰裕（2019）「園庭における幼児の自然体
験に関する実践的研究」『こども環境学研究』
vol.15,No.3,pp.83-90
・ 上田敏丈（2014）「保育者のいざこざ場面に対
するかかわりに関する研究―発生の三層モデル
に基づく保育行為スタイルに着目して―」『乳
幼児教育学研究』第22号 pp.19-29
・ 上田敏丈（2014）「初任保育士のサトミ先生は
どのようにして「保育できた」観を獲得したの
か？―保育行為スタイルと価値観に着目して
―」『保育学研究』第52巻第２号 pp.88-98
・ 上村晶（2018）「保育者と子どもの関係構築プ
ロセスを可視化する試み」『桜花学園大学保育
学部研究紀要』第17号 pp.13-30
・ ウド・クカーツ著、佐藤郁哉訳（2018）「質的
テキスト分析法」新曜社
・ ウヴェ・フリック監修、グラハム・R・ギブス著、
砂上史子、一柳智紀、一柳梢訳（2017）「SAGE
質的研究キット　質的データの分析」新曜社
・ 山田恵美（2011）「保育における空間構成と活
動の発展的相互対応―アクションリサーチによ
る絵本コーナーの検討―」『保育学研究』第49
巻第３号
・ 安田裕子、滑田明暢、福田茉莉、サトウタツヤ
編（2015）「TEA 実践編」新曜社　pp.4-7
研
究
ノ
ー
ト
